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第第
二二
回回
市市
議議
会会
定定
例例
会会

平平
成成
十十
五五
年年
度度
特特
別別
会会
計計

補補
正正
予予
算算
なな
どど
二二
十十
五五
議議
案案
をを
可可
決決

○
特
別
会
計
補
正
予
算

一
億
八
百
六
十
万
円

人
事
案
件

三
件

予
算
関
係

二
件

条
例
関
係

十
件

意

見

書

三
件

そ

の

他

七
件

第第
二二
回回
市市
議議
会会

定定

例例

会会

日日

程程

六
月
二
日

本
会
議

（
提
案
説
明
）

九
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

十
日

本
会
議

（
一
般
質
問
）

十
一
日

建
設
委
員
会

経
済
委
員
会

十
二
日

厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

十
三
日

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

さ
る
六
月
二
日
か
ら
十
三
日

ま
で
の
十
二
日
間
の
会
期
で
第

二
回
定
例
会
を
開
会
し
、
平
成

十
五
年
度
大
垣
市
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
補
正
予
算
、
平
成

十
五
年
度
大
垣
市
老
人
保
健
医

療
事
業
会
計
補
正
予
算
、
大
垣

市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
利
用

条
例
の
制
定
、
大
垣
市
印
鑑
登

録
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
九

議
案
と
、
本
会
議
最
終
日
に
上

程
の
大
垣
市
助
役
の
選
任
、
同

収
入
役
の
選
任
、
大
垣
市
監
査

委
員
の
選
任
の
人
事
案
件
三
件

の
同
意
、
意
見
書
三
件
の
全
二

十
五
議
案
に
つ
い
て
慎
重
か
つ

活
発
に
審
議
し
、
原
案
通
り
可

決
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で

は
、
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金

の
確
定
に
伴
い
、
拠
出
金
の
不

足
額
六
千
百
三
十
万
円
を
計

上
。老

人
保
健
医
療
事
業
会
計
で

は
、
平
成
十
四
年
度
の
医
療
諸

費
の
確
定
に
伴
う
支
払
基
金
へ

の
返
還
金
四
千
七
百
三
十
万
円

を
計
上
。

条
例
の
制
定
と
一
部
改
正

◇
大
垣
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
利
用
条
例
の
制
定

◇
大
垣
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定

◇
大
垣
市
印
鑑
登
録
条
例
の
一

部
改
正

◇
大
垣
市
情
報
工
房
条
例
の
一

部
改
正

◇
大
垣
市
職
員
退
職
金
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◇
大
垣
市
税
条
例
の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

◇
大
垣
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

◇
大
垣
市
非
常
勤
消
防
団
員
退

職
報
償
金
支
給
条
例
の
一
部

改
正

そ
の
他

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
築
捨
四
丁
目
地
内
の
県
道

大
垣
環
状
線
の
側
道
を
市
道
と

し
て
認
定
す
る
ほ
か
、
十
五
路

線
を
認
定
す
る
も
の
。

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
領
家
町
地
内
の
昼
飯
大
島

線
の
一
部
供
用
開
始
に
よ
り
不

要
と
な
っ
た
市
道
ほ
か
、
一
路

線
を
廃
止
す
る
も
の
。

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

は
、
江
並
中
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
の
建
築
主
体
工
事
に
係
る

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

字
の
区
域
等
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
県
営
土
地
改
良
事
業
の

施
行
等
に
よ
る
養
老
郡
養
老
町

と
の
境
界
変
更
に
伴
い
、
室
原

字
梨
子
笠（
な
し
こ
が
さ
）等
の

一
部
を
十
六
町
字
南
川（
み
な

み
か
わ
）等
に
変
更
す
る
も

の
。繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
は
、
平
成
十
四
年
度
大
垣
市

一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
総
務

費
で
は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
に
係
る
事
業
費
四
百
七

十
九
万
円
を
、
土
木
費
で
は
、

高
屋
藤
江
線
の
電
線
共
同
溝
整

備
に
係
る
事
業
費
四
千
九
百
九

十
六
万
五
千
円
を
、
教
育
費
で

は
、
西
小
学
校
ほ
か
三
校
の
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
に
係
る
事
業
費

二
千
八
百
三
十
五
万
円
を
、
そ

れ
ぞ
れ
繰
り
越
し
た
旨
の
報
告
。

西
濃
一
市
八
町
・
平
田
町
合

併
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
一
項

及
び
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
規
約
を
定
め
、

大
垣
市
、
海
津
郡
平
田
町
、
養

老
郡
養
老
町
、
同
郡
上
石
津

町
、
不
破
郡
垂
井
町
、
安
八
郡

神
戸
町
、
同
郡
輪
之
内
町
、
同

郡
安
八
町
、
同
郡
墨
俣
町
及
び

揖
斐
郡
池
田
町
の
十
市
町
に
よ

る
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
も

の
。

渡
辺
雄
次
議
員
ご
逝
去

市
議
会
議
員
渡
辺
雄
次
氏
に

お
か
れ
て
は
、
入
院
加
療
中
の

と
こ
ろ
、
六
月
十
四
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
五
月

の
初
当
選
よ
り
六
期
二
十
年
余

の
永
き
に
わ
た
り
議
員
と
し
て

の
公
職
に
あ
り
、
そ
の
間
民
生

環
境
委
員
会
委
員
長
、
議
会
運

営
委
員
会
委
員
長
、
議
員
定

数
に
関
す
る
委
員
会
委
員
長

な
ど
数
々
の
要
職
を
歴
任
。

平
成
八
年
五
月
か
ら
平
成
九

年
五
月
ま
で
は
、
第
五
十
六

代
大
垣
市
議
会
議
長
と
し

て
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
尽

力
、
地
方
自
治
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
の

繰
り
上
げ
当
選

渡
辺
雄
次
市
議
会
議
員
の

逝
去
に
伴
い
、
四
月
二
十
七

日
執
行
の
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
次
点
と
な
っ
た
富

田
せ
い
じ
氏
が
、
公
職
選
挙

法
の
規
定
に
基
づ
き
六
月
二

十
四
日
に
繰
り
上
げ
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

�

この議会だよりは再生紙を使用しています。ごみの減量、資源の有効利用にご協力ください。

①

休
耕
田
を
利
用
し
た
ヒ
マ
ワ
リ
栽
培
〜
昨
年
写
す
〜

（
今
年
の
栽
培
は
桧
町
地
内
・
見
ご
ろ
は
九
月
上
旬
）
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合
併
後
の
新
市
の

名
称
に
つ
い
て

質
問：

合
併
後
の
新
市
の
名

称
は
「
大
垣
市
」
と
す
べ
き
。

一
市
九
町
の
市
名
、
町
名
す
べ

て
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
三
十
万

住
民
の
合
意
形
成
が
で
き
る
最

良
の
名
称
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
求
め
る
。

答
弁：

合
併
協
議
に
伴
う
基
本

四
項
目
は
、
合
併
の
方
式
、
合

併
の
期
日
、
新
市
の
名
称
、
新

市
の
事
務
所
の
所
在
地
で
あ

る
。
昨
年
十
二
月
、
西
濃
圏
域

合
併
研
究
会
に
お
い
て
、
合
併

の
方
式
は
新
設
合
併
、
新
市
の

名
称
は
大
垣
市
、
事
務
所
の
位

置
は
大
垣
市
と
す
る
こ
と
を
提

案
し
、
各
町
の
お
お
む
ね
の
了

解
を
得
た
と
理
解
を
し
、
本
年

二
月
に
設
置
さ
れ
た
西
濃
圏
域

合
併
協
議
会
の
第
一
回
会
議
に

お
い
て
、
合
併
基
本
四
項
目
を

提
案
し
た
が
、
新
市
の
名
称
に

つ
い
て
、
住
民
の
理
解
や
合
意

形
成
を
得
る
た
め
に
、
も
う
少

し
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
の
意

見
が
あ
り
、
継
続
協
議
と
な
っ

た
。
協
議
会
第
二
回
会
議
、
第

三
回
会
議
に
お
い
て
も
、
合
意

に
達
せ
ず
、
継
続
協
議
と
な
っ

て
い
る
。

合
併
は
、
各
自
治
体
の
判
断

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
合
意
形
成
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
新
市

の
名
称
は
、
ぜ
ひ
「
大
垣
市
」

に
決
定
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
関
係
市
町
が
合
併
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
た

め
に
は
、
ま
ず
、
合
併
の
基
本

項
目
で
あ
る
新
市
の
名
称
を
早

急
に
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

庁
舎
内
の
禁
煙
対
策

に
つ
い
て

質
問：

庁
舎
内
の
ノ
ー
ス

モ
ー
キ
ン
グ
は
。

答
弁：

七
月
か
ら
非
喫
煙
者
の

受
動
喫
煙
の
影
響
を
な
く
す
た

め
、
喫
煙
室
を
設
け
て
分
煙
を

実
施
す
る
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

質
問：

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
今

日
、
よ
り
深
刻
な
不
況
に
よ
り

会
社
の
倒
産
や
職
を
追
わ
れ
た

失
業
者
が
増
大
し
て
い
る
中
、

公
務
員
だ
け
が
旧
態
依
然
の
処

遇
で
は
許
さ
れ
な
い
。
大
き
な

行
政
か
ら
小
さ
な
行
政
へ
早
急

な
機
構
の
見
直
し
と
効
率
の
よ

い
人
員
配
置
を
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。
国
は
退
職
金
の
給
付
率

を
改
定
す
る
が
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

答
弁：

厳
し
い
経
済
状
況
の
も

と
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
調
整
手
当
の
削
減
を
初
め

と
す
る
職
員
手
当
等
の
見
直
し

な
ど
に
つ
い
て
も
、
職
員
組
合

と
協
議
し
な
が
ら
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
と
も
、
一
層

の
行
政
改
革
に
努
め
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

国
家
公
務
員
退
職
手
当
の
支

給
水
準
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
が
民
間
企
業
の
退

職
手
当
と
国
家
公
務
員
の
平
均

支
給
水
準
を
比
較
し
た
結
果
、

国
が
民
間
企
業
の
水
準
を
五
・

六
㌫
上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
官

民
較
差
を
解
消
す
る
た
め
、
国

家
公
務
員
退
職
手
当
法
に
基
づ

く
退
職
手
当
の
支
給
基
準
の
見

直
し
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
従
来
か

ら
退
職
手
当
等
の
給
与
関
係
に

つ
い
て
、
国
に
準
じ
た
制
度
と

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
国
の
動

向
を
踏
ま
え
、
国
に
準
じ
た
見

直
し
を
図
る
よ
う
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

合
併
に
つ
い
て

質
問：

合
併
過
程
の
透
明
性

が
高
く
、
情
報
提
供
が
よ
く
行

わ
れ
、
住
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
合
併
を
め
ざ
す
べ
き
。

合
併
の
住
民
投
票
は
何
十
年

に
一
度
の
選
択
で
あ
り
、
市
民

の
政
策
合
意
を
つ
く
り
出
す
重

要
な
方
法
で
あ
る
。
合
併
の
結

論
は
、
住
民
投
票
の
結
果
に
基

づ
い
て
、
議
会
が
決
定
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁：

合
併
に
つ
い
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
新
市
建
設
計
画
の
作
成

に
あ
た
り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
直
接
参
加
し
て
い

た
だ
く
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
計
画
案
が
ま
と

ま
っ
た
段
階
で
、
住
民
説
明
会

を
実
施
す
る
予
定
。
さ
ら
に
、

協
議
会
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
広
報
お
お
が

き
で
も
合
併
情
報
を
提
供
し
、

合
併
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に

努
め
た
い
。

住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
昨

年
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
あ
ら

ゆ
る
機
会
で
合
併
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
い
て

質
問：

市
職
員
一
人
ひ
と
り

が
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、

親
し
み
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
た
め
、
顔
写
真
入
り
の
大

型
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
着
用
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
庁
内
窓

口
の
案
内
を
す
る
フ
ロ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
は
ど

う
か
。

答
弁：

顔
写
真
入
り
の
大
型

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
着
用
は
、

職
員
の
服
務
規
律
の
確
保
や
公

務
員
倫
理
の
確
立
と
い
っ
た
観

点
か
ら
も
必
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
市
民
と
応
対

す
る
際
に
も
、
相
手
に
わ
か
り

や
す
い
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
着

用
が
、
よ
り
責
任
あ
る
市
民
応

対
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
職
員
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
よ
り
強
固
な
も
の
と

す
る
た
め
に
も
、
そ
の
大
型
化

等
に
向
け
て
の
検
討
を
進
め
た

い
。フ

ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配

置
は
、
今
後
の
検
討
課
題
だ

が
、
来
庁
者
に
適
宜
声
か
け
を

し
、
目
的
の
窓
口
を
案
内
す
る

こ
と
で
極
力
不
便
を
か
け
な
い

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
意
識

改
革
に
前
向
き
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
向
上
に
努
め
た
い
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
対
す
る
危

機
管
理
体
制
と
市
民
病

院
の
対
応
に
つ
い
て

質
問：

本
市
で
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ（
重

症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）感
染

者
が
発
生
し
た
場
合
、
感
染
対

策
や
情
報
管
理
体
制
な
ど
の
危

機
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う
に
と

る
の
か
。
ま
た
、
疑
い
の
あ
る

患
者
な
ど
を
搬
送
す
る
救
急
隊

員
の
感
染
防
止
対
策
、
風
評
被

害
に
よ
る
救
済
融
資
制
度
、
各

学
校
、
市
民
病
院
の
対
応
は
ど

う
か
。

答
弁：

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
と
さ
れ
る
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群
発
生
時
の
対

応
方
法
は
、
県
で
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

対
応
行
動
計
画
が
作
成
さ
れ
、

そ
の
中
で
防
疫
対
応
の
入
退

院
、
移
送
、
消
毒
、
情
報
管
理

等
の
措
置
は
、
保
健
所
長
が
国

と
協
議
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
大
垣
市
は
そ
の
指
示

で
汚
染
さ
れ
た
場
所
の
消
毒
等

を
実
施
す
る
。
市
で
は
、
市
民

の
不
安
軽
減
と
正
し
い
知
識
の

普
及
の
た
め
、
広
報
掲
載
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
患
者
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
に
早
急
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

一
一
九
番
通
報
な
ど
に
よ
る

患
者
搬
送
の
要
請
時
に
は
、
指

令
室
で
症
状
を
で
き
る
だ
け
聞

き
取
り
、
感
染
症
の
疑
い
の
あ

る
場
合
に
は
、
Ｎ
９
５
マ
ス

ク
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
、ゴ
ー

グ
ル
、
感
染
防
止
服
等
を
着
用

し
、
救
急
活
動
を
行
う
。
万
一

搬
送
さ
れ
た
方
が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

等
の
疑
い
例
と
診
断
さ
れ
た
場

合
は
、
救
急
隊
員
は
医
師
や
保

健
所
の
指
示
に
基
づ
き
行
動
す

る
。
ま
た
、
救
急
車
両
は
、
消

毒
液
で
拭
く
な
ど
の
対
応
を
取

る
。カ
プ
セ
ル
型
搬
送
台
車（
ア

イ
ソ
レ
ー
タ
ー
）に
つ
い
て

は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
確
定
し
た
場

合
の
搬
送
は
、岐
阜
県
が
行
う
。

風
評
被
害
等
で
経
済
面
の
影

響
を
受
け
た
際
の
対
応
は
、
風

評
被
害
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
国
、
県
の
特
別
枠

融
資
制
度
に
合
わ
せ
て
対
処
し

て
い
く
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
地
域
か
ら
帰

国
し
た
幼
児
、
児
童
生
徒
は
、

四
名
の
転
入
者
が
あ
っ
た
が
、

県
教
育
委
員
会
か
ら
の
通
知
に

基
づ
き
、
症
状
を
確
認
し
て
対

応
し
た
。
ま
た
、
全
校
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
も
日
常
の
学
校

生
活
に
お
け
る
保
健
指
導
と
し

て
、
手
洗
い
、
う
が
い
等
の
徹

底
を
図
っ
て
い
る
。

市
民
病
院
で
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

が
心
配
な
患
者
の
問
い
合
わ
せ

か
ら
、
診
察
ま
で
の
手
順
を
示

し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
五
月
六
日
に
策
定
し
た
。

同
時
に
、
新
患
受
付
な
ど
に
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
を
疑
う
項
目
を
表
示

し
、
該
当
す
る
来
院
者
は
申
し

出
る
よ
う
案
内
を
し
て
い
る
。

電
話
の
相
談
は
、
専
属
の
看
護

師
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
応

対
を
し
、
症
状
に
よ
っ
て
は
医

師
の
指
示
を
受
け
、
受
診
方
法

な
ど
を
指
導
し
て
い
る
。
ま

た
、
疑
い
の
あ
る
患
者
が
来
院

さ
れ
た
場
合
は
、
一
般
の
方
と

接
触
し
な
い
よ
う
、
独
立
の
感

染
症
病
棟
に
お
い
て
、
国
、
県

の
指
導
を
参
考
に
準
備
し
た
診

療
体
制
を
整
え
て
い
る
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
の
設
置
に

つ
い
て

質
問：

大
腸
が
ん
や
膀
胱
が

ん
の
た
め
、
腹
部
に
排
泄
用
の

孔（
ス
ト
ー
マ
）を
設
け
た
人
工

肛
門
や
人
工
膀
胱
の
装
着
者
で

あ
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
は
、
全
国

で
二
十
万
人
以
上
と
言
わ
れ
て

い
る
。

大
垣
市
民
病
院
に
お
い
て

も
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
用
ト

イ
レ
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
弁：

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト

イ
レ
は
、
大
腸
が
ん
や
膀
胱
が

ん
な
ど
の
治
療
の
た
め
に
、
腹

部
に
便
や
尿
の
排
泄
口
、
い
わ

六
月
九
日
、
十
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
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ゆ
る
人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を

造
る
手
術
を
受
け
た
方
が
、
袋

の
中
に
溜
ま
っ
た
排
泄
物
を
処

理
す
る
設
備
で
、
設
置
に
つ
い

て
は
、
患
者
さ
ん
の
利
便
性
や

建
物
構
造
を
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
今
後
に
つ
い
て

質
問：

大
垣
市
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
防
災
関
連
情
報

が
満
載
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い
も

の
で
あ
る
が
、
常
に
最
高
の

マ
ッ
プ
を
維
持
す
る
た
め
、
時

代
や
環
境
の
変
化
に
対
し
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
の
か
。

答
弁：

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
浸
水
時
の
水
の
深
さ
や
浸

水
到
達
時
間
な
ど
の
浸
水
情
報

と
、
避
難
所
の
位
置
、
避
難
時

の
心
構
え
な
ど
、
避
難
関
連
情

報
等
を
記
載
し
た
も
の
で
、
完

成
後
は
全
世
帯
に
配
付
す
る
。

生
命
と
財
産
を
守
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
有
効
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

今
後
、
時
代
の
変
化
と
と
も

に
、
順
次
避
難
場
所
と
し
て
利

用
で
き
る
施
設
が
建
設
さ
れ
た

場
合
や
、
河
川
の
改
修
、
環
境

の
変
化
な
ど
で
浸
水
想
定
区
域

が
見
直
さ
れ
た
場
合
は
、
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
出
る
余
熱
利
用

施
設
に
つ
い
て

質
問：
高
齢
化
が
著
し
く
進

む
な
か
、
健
康
増
進
法
の
施
行

に
よ
り
、
高
齢
者
の
健
康
維
持

に
関
す
る
施
設
が
要
望
さ
れ
て

い
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
発

生
す
る
余
熱
を
利
用
し
た
温
浴

施
設
を
設
置
し
、
健
康
増
進
活

動
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
武
道
館
と

一
体
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
と

思
う
が
、
実
現
化
で
き
な
い

か
。

答
弁：

温
水
プ
ー
ル
は
、
第
四

次
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
市
民
の
自
主
的
な
体

力
、
健
康
づ
く
り
の
重
要
な
拠

点
施
設
と
認
識
し
て
い
る
。

温
水
プ
ー
ル
は
、
武
道
館
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
一

体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用

者
の
需
要
に
も
こ
た
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
到
来
に

よ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
、
進
ん
で
体
力
、
健
康
づ

く
り
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
施

設
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
今

後
の
財
政
事
情
を
勘
案
し
検
討

し
て
き
た
い
。

市
中
心
部
の
活
性
化

に
つ
い
て

質
問：

市
中
心
部
の
空
洞
化

は
地
方
都
市
に
お
け
る
悩
み
の

一
つ
で
あ
り
、
大
垣
市
も
同
じ

で
あ
る
。
本
市
は
、
幸
い
に
も

駅
北
口
に
広
大
な
更
地
が
あ

り
、
こ
の
土
地
に
人
口
二
万
人

ぐ
ら
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
、

人
口
の
増
加
と
消
費
の
拡
大
を

図
り
、
都
市
再
開
発
の
起
爆
剤

と
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

本
市
の
中
心
市
街
地
に

お
い
て
も
、
居
住
人
口
の
減

少
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
増

加
等
空
洞
化
が
進
ん
で
お
り
、

対
策
の
必
要
性
を
深
く
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
元
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
都
市
の

活
力
と
な
る
居
住
人
口
を
中
心

市
街
地
へ
呼
び
戻
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
度
は
、
懇
談
会

形
式
で
地
元
関
係
者
や
市
民
等

か
ら
提
案
を
い
た
だ
き
、
都
心

居
住
の
促
進
を
柱
と
す
る
都
市

再
生
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
種
々

の
施
策
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

大
垣
市
活
性
化
に

つ
い
て

質
問：

市
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
芭
蕉
生
誕
三
百
六
十
年

祭
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
美
濃
路

四
百
年
祭
を
企
画
し
、
芭
蕉
の

衣
装
で
の
芭
蕉
議
会
と
美
濃
路

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
行
し
て
、

「
芭
蕉
と
出
会
う
街

大
垣
」

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

答
弁：

芭
蕉
生
誕
三
百
六
十
年

事
業
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
西
暦

二
〇
〇
四
年
が
生
誕
三
百
六
十

年
に
あ
た
り
、
本
年
度
か
ら
二

ヵ
年
事
業
で
水
門
川
四
季
の
路

に
奥
の
細
道
で
詠
ま
れ
た
句
碑

の
設
置
を
初
め
、
た
ら
い
舟
で

の
俳
句
・
観
光
め
ぐ
り
、
野
だ

て
と
句
会
な
ど
の
諸
事
業
を
関

係
団
体
と
の
協
力
を
得
て
進
め

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
と

あ
わ
せ
て
「
芭
蕉
と
出
会
う
街

大
垣
」
を
全
国
に
発
信
す
る
た

め
、
大
垣
駅
前
に
広
告
塔
の
設

置
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
へ
の
車
内
広

告
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
、
誘
客
戦
略
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

本
市
は
、
古
来
、
東
西
文
化

の
交
流
点
と
し
て
発
展
し
、
市

内
に
は
多
く
の
歴
史
的
遺
産
が

あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
美
濃

路
が
あ
り
、
文
献
等
に
よ
れ

ば
、
こ
の
街
道
は
市
内
の
旧
塩

田
橋
付
近
、
船
町
通
り
を
経
て

竹
島
町
、
本
町
、
伝
馬
町
を
通

過
し
、
今
で
も
当
時
を
し
の
ぶ

町
並
み
の
面
影
が
残
っ
て
い

る
。
美
濃
路
四
百
年
祭
に
つ
い

て
、
歴
史
愛
好
家
の
一
部
の
方

か
ら
話
題
が
出
て
い
る
が
、
節

目
の
四
百
年
目
と
す
る
根
拠
が

歴
史
的
な
資
料
等
に
も
残
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
の

で
、
地
域
の
歴
史
的
遺
産
を
観

光
資
源
と
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
き
た
い
。

観
光
行
政
の
推
進
に

つ
い
て

質
問：

平
成
十
三
年
度
に
策

定
さ
れ
た
西
美
濃
観
光
行
動
計

画
は
、
各
地
域
が
相
互
に
交

流
、
連
携
し
、
さ
ら
な
る
広
域

観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

戦
略
と
す
る
官
民
協
働
に
よ
る

充
実
し
た
内
容
の
あ
る
計
画
で

あ
る
。

行
動
計
画
で
は
、
今
後
も
大

阪
、
名
古
屋
で
の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
結
果
を
行
動
計

画
の
中
で
ど
の
よ
う
に
反
映
し

て
い
く
の
か
。

答
弁：

本
市
に
は
、
奥
の
細
道

む
す
び
の
地
、
大
垣
城
を
初
め

と
す
る
歴
史
的
、
文
化
的
観
光

資
源
が
あ
り
、
年
々
観
光
客
が

増
加
し
て
い
る
。
船
町
公
園
の

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
十
四
年
度
、

約
七
千
人
に
観
光
案
内
を
行

い
、
喜
ば
れ
て
い
る
。

西
美
濃
広
域
観
光
推
進
協
議

会
が
実
施
し
た
大
阪
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、
当
地
域
へ
の
関
心
度
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
の
五
十
八
㌫
は
大
阪

な
ど
近
畿
地
区
で
、
愛
知
県
は

十
四
㌫
を
占
め
て
い
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
西

美
濃
広
域
観
光
推
進
協
議
会
や

大
垣
市
観
光
協
会
等
と
連
携
、

協
力
の
上
、
大
阪
、
名
古
屋
で

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
全
国
に
向
け

て
観
光
情
報
を
発
信
し
て
、
西

美
濃
へ
の
誘
客
促
進
に
努
め
て

い
き
た
い
。

荒
崎
地
区
の
水
害
対
策

に
つ
い
て

質
問：

昨
年
七
月
十
日
の
水

害
は
、
大
谷
川
洗
堰
か
ら
の
越

流
が
原
因
だ
が
、
昭
和
五
十
五

年
の
洗
堰
六
十
㌢
㍍
嵩
上
げ
時

に
は
ど
こ
ま
で
を
遊
水
地
も
し

く
は
遊
水
地
機
能
を
有
す
る
土

地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
か
。

土
の
う
積
み
設
置
工
事
で

は
、
昨
年
規
模
の
水
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
住
宅
地
の
浸

水
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。
被
災
農
地
同

様
に
住
宅
地
も
水
害
の
被
害
補

償
が
で
き
な
い
か
。

答
弁：

荒
崎
地
区
の
大
谷
川
右

岸
は
戦
前
ま
で
堤
防
が
な
く
、

現
在
の
洗
堰
付
近
の
農
地
は
、

遊
水
地
状
態
で
あ
っ
た
が
、
昭

和
二
十
九
年
か
ら
昭
和
三
十
三

年
に
か
け
て
、
県
の
土
地
改
良

事
業
の
中
で
、
浸
水
被
害
を
少

し
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
堤

防
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
一
部
に

洗
堰
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
大
谷
川
流
域
内
の

土
地
改
良
事
業
等
に
よ
り
道
水

路
が
整
備
さ
れ
、
土
地
利
用
が

大
き
く
変
化
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
洗
堰
か
ら
の
越
流
被
害

が
頻
発
し
た
た
め
、
昭
和
五
十

五
年
に
関
係
地
区
の
同
意
の
も

と
洗
堰
を
六
十
㌢
㍍
嵩
上
げ
、

越
流
頻
度
の
軽
減
措
置
が
と
ら

れ
た
。

土
の
う
積
み
の
目
的
と
水
害

補
償
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
大

谷
川
河
川
改
修
事
業
計
画
の
第

一
期
工
事
で
、
洗
堰
の
嵩
上
げ

が
平
成
十
九
年
度
を
目
途
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、
洗
堰
の
嵩
上

げ
が
完
了
す
る
ま
で
の
五
年
間

の
水
防
対
策
と
し
て
、
洗
堰
か

ら
の
越
流
の
う
ち
百
六
十
万
立

法
㍍
を
貯
留
す
る
水
防
土
の
う

積
み
の
設
置
工
事
に
着
手
し
、

鋭
意
進
め
て
い
る
。

事
業
効
果
と
し
て
は
、
昨
年

七
月
災
害
の
規
模
の
洪
水
に
対

し
、
洗
堰
か
ら
の
越
流
に
よ
り

住
宅
地
へ
の
浸
水
到
達
時
間
を

最
長
約
四
時
間
程
度
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
、
時
間
的
余
裕
が

生
ま
れ
、
安
全
に
避
難
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
、
洗
堰
か
ら
の
越
流
が
百

六
十
万
立
法
㍍
以
下
の
小
規
模

の
出
水
に
対
し
、
浸
水
の
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
な
ど
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
水
防
土
の
う
積
み

に
囲
ま
れ
た
農
地
に
つ
い
て
、

河
川
の
増
水
に
よ
り
洗
堰
か
ら

越
流
し
、
農
作
物
に
被
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
被
害
程
度

に
応
じ
て
農
業
共
済
対
象
外
分

を
補
償
す
る
。
な
お
、
水
防
土

の
う
積
み
の
外
側
に
対
す
る
補

償
は
、
農
地
を
含
め
て
考
え
て

い
な
い
。

大垣市クリーンセンター

観光ボランティアガイドセンター

③

大
垣
駅
北
口
の
土
地

大垣市荒崎地区洪水ハザードマップ

土のう積み設置工事

第１６号大垣市議会だより2003 年８月 15 日
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一
、
大
垣
市
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
利
用
条
例
の
制
定

に
つ
い
て（
八
月
二
十
五

日
か
ら
施
行
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
住
民
票
の
写
し
等

の
自
動
交
付
を
行
う
た
め
、

利
用
目
的
、
利
用
手
続
等
に

つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

二
、
大
垣
市
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に

つ
い
て（
七
月
一
日
か
ら

施
行
）

大
垣
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
の
所
有
分
を

買
い
取
る
こ
と
に
伴
い
、
公

の
施
設
と
し
て
設
置
す
る
も

の
。

三
、
大
垣
市
印
鑑
登
録
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て（
八

月
二
十
五
日
か
ら
施
行
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
自
動
交
付
機
に
よ

る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請

及
び
交
付
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
必
要
な
条
文
整

備
を
行
う
も
の
。

四
、
大
垣
市
情
報
工
房
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て（
八

月
一
日
か
ら
施
行
）

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
創
作
の

利
用
を
高
め
る
た
め
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
創
作
室
を
創
作

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
再
整
備
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
文
整
備

を
行
う
も
の
。

五
、
大
垣
市
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て（
公
布
の
日

等
か
ら
施
行
）

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
配
当
割
及
び
株
式
等
譲

渡
所
得
割
の
創
設
に
伴
う
市

民
税
の
申
告
に
関
す
る
規
定

の
整
備
を
行
う
も
の
。

六
、
大
垣
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
八
月
二
十
五
日
等
か
ら

施
行
）

建
築
基
準
法
、
住
民
基
台

帳
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
市
が
新
た
に
徴
収
す
る

こ
と
と
な
る
手
数
料
等
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
。

七
、
大
垣
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て（
公
布
の

日
か
ら
施
行
）

支
援
費
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
身
体
障
害
者
授
産
施
設

支
援
を
実
施
し
て
い
る
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
利
用
者
等
の
必
要
事
項

を
規
定
す
る
も
の
。

八
、
大
垣
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

日
本
郵
政
公
社
法
の
施
行

に
伴
い
、
日
本
郵
政
公
社
が

郵
便
事
業
の
た
め
市
道
に
設

置
す
る
占
用
物
件
に
つ
い

て
、
道
路
占
用
料
の
減
免
対

象
と
す
る
等
の
条
文
整
備
を

行
う
も
の
。

九
、
大
垣
市
非
常
勤
消
防
団
員

退
職
報
償
金
支
給
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て（
四

月
一
日
か
ら
適
用
）

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
非
常
勤
消
防
団
員
の
退

職
報
償
金
額
を
引
き
上
げ
る

も
の
。

第

二

回

定

例

会

で

採

択

し

た

意

見

書

第
二
回
市
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
た
意
見
書
は
次
の
三
件

で
す
。

◇
税
源
移
譲
を
基
本
と
す
る
三

位
一
体
改
革
の
早
期
実
現
を

求
め
る
意
見
書

◇
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

◇
ヤ
ミ
金
融
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

こ
れ
ら
の
意
見
書
は
、
国
会

を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣
及

び
関
係
大
臣
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

税源移譲を基本とする三位一体改革の早期実現を求める意見書

現下の地方財政は、バブル経済崩壊後の税の大幅な減収に加え、国が経済対策
の一環として実施してきた国税・地方税を併せた政策減税、景気対策による公共事
業の追加等の経済財政運営により、財源不足が拡大し、危機的な状況にある。
各都市においては、徹底した行財政改革を積極的に取り組んでいるが、個性豊か

な地域社会の形成、少子・高齢化への対応、地域経済の活性化等の新たな行政課
題に直面しており、真の分権型社会を実現するためには、自己決定・自己責任に基
づく地方税財政基盤の確立が喫緊の課題となっている。
政府においては、平成１４年６月２５日に閣議決定された「経済財政運営と構造改

革に関する基本方針２００２」（骨太方針第２弾）に基づき、国庫補助負担金、地方交
付税、税源移譲等を含む税源配分のあり方を三位一体で改革し、６月末までに改
革工程表をとりまとめることとされている。
この三位一体の改革に当たっては、地方分権の基本理念を踏まえ、地方分権改革
の残された最大の課題である、国と地方の役割分担を踏まえた税源移譲等による地
方税財源の充実強化が必要不可欠である。
よって、

１．基幹税の再配分を基本とする税源移譲等の地方税財源の充実強化
２．地方交付税を通じた財源保障機能と財源調整機能は不可欠であり、これの堅持
３．国庫補助負担金の廃止・縮減は、単なる地方への財政負担の転嫁とせず、税源
移譲等との一体的実施
これら税源移譲を基本とする三位一体改革の早期実現を強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１５年６月１３日
大 垣 市 議 会

北朝鮮による拉致問題の早期解決を求める意見書

朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）による拉致被害者５人が２４年ぶりの帰

国を果たしてから半年以上が経過した。この間、北朝鮮は、拉致事件があったこ

とを公式に認めていながら、子供たちなど被害者家族の早期帰国や、被害者家

族が求める死亡したとされる家族についての情報提供の要請などの声に耳を

傾けることなく、膠着状態が続いていることはまことに遺憾である。そのため、いま

だに拉致被害者の方 は々家族離散というつらい現実に耐えながら、祖国日本で

の生活を送っている。

日本人拉致問題は、北朝鮮による我が国の主権を侵害した国家犯罪である

とともに、人道に反する犯罪である。このことは、国連人権委員会においても４月

１６日、北朝鮮の人権状況を非難する決議（EUと日本、米国などが共同提案）

が初めて採択され、北朝鮮の無法と非道を公式に認めたところである。同決議

においては、日本人や韓国人の拉致事件についても具体的に言及し、迅速にま

だ解決されていないすべての問題を明確、かつ透明な形で解決することを求め

ている。北朝鮮は、速やかに我が国と国連人権委員会の要求に応じるべきであ

る。

政府としても、拉致被害者及び御家族の方 の々思いを受けとめ、北朝鮮に対

し強い態度で迫り、被害者家族の帰国実現を初めとする拉致問題の早期解決

に全力を挙げるべきである。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１５年６月１３日

大 垣 市 議 会

ヤミ金融対策の強化を求める意見書

近年、長引く不況を奇貨とするヤミ金融の横行が看過できない社会問

題となっている。人の弱みに乗じて、中には年利数千％から数万％に上

る高金利による貸し付けがなされたり、勤務先や家族への脅迫的な取り

立てはもとより、子供が通う学校にまで催促の電話がかけられ、職場から

の解雇や離婚、自己破産、行方不明、さらには自殺をも余儀なくされるな

ど、その深刻な被害の多発化には目に余るものがある。

現行制度のもとでは、登録さえすれば容易に貸金業を営むことが可能

であり、法外な金利や強引な取り立てを行う悪徳業者への行政対応も実

効を期しがたいものとなっており、国による抜本的対策は急務となってい

る。

よって、国は貸金業の登録要件・審査の見直し、金融取引主任制度

の導入、夜間・早朝・職場等への取り立て行為規制の明確化など、新た

な立法措置を含めた悪徳ヤミ金融を排除するための措置を速やかに講

じられるよう強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成１５年６月１３日

大 垣 市 議 会

平
成
十
五
年
度

編
集
委
員
の
紹
介

議
会
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
直
接
お
伝
え
す
る
た
め
、

大
垣
市
議
会
だ
よ
り
を
発
刊
し

て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

や
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
よ
り
良
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④ 第１６号大垣市議会だより2003 年８月 15 日


